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参加者の様子＝８月３日、
東京都内　　　　　　　　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

法
律
相
談

10
月
６
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税
務
相
談

10
月
15
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談

10
月
16
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

槻
木
恵
一
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
大
学
院
附
属
唾
液

科
学
研
究
所
所
長
）

会
費　

無
料

定
員　

会
場
１
０
０
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
５
０
０
人

あ
な
た
の
唾
液
、
足
り
て
い
ま
す
か
？
知
ら
れ
ざ
る

〝
お
口
の
免
疫
〞
の
真
実

【
市
民
公
開
】「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会

　
　
　
　
　
　

市
民
講
座
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

日
時　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
５
階
会
議
室

　
　
　

（
大
阪
市
北
区
天
神
橋
６
丁
目
４
‐
20
）

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
元
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員

30
人

備
考

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
の
質
疑
は
Ｑ
Ａ
機
能
の
み
。

ネ
ッ
ト
上
の
悪
質
な
口
コ
ミ
か
ら
医
院
を
守
る
〜
歯

科
医
院
を
悩
ま
せ
る
患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法
〜

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
大
阪
市
北
部
地
区
講
習
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

日
時

10
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
堺
市
開
業
畑
﨑
歯
科
医
院
院
長
）

会
費　

３
千
円

定
員

80
人

保
育
は
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
へ
の
臨
床
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
現

場
で
活
か
す
評
価
と
リ
ハ
ビ
リ
の
勘
ど
こ
ろ
〜

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
10
月
度
生
涯
研
修
（
保
育
あ
り
）

日
時

10
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

無
料

定
員　

１
０
０
人

持
参
物
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
」（
２
０
２
４
年
６
月
版
）

申
し
込
み
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
保
育
予
約
は
10
日
前
ま
で
。

社
保
講
習
会
『
処
置
・
リ
ハ
ビ
リ
、
手
術
、
歯
周
治

療
』

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】（
保
育
あ
り
）

日
時

10
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

森
田
祥
弘
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
・
大
学
院
歯
学
研

究
科
顎
口
腔
腫
瘍
外
科
学
講
座
講
師
）

会
費　

無
料　
　

定
員

80
人

臨
床
現
場
で
役
立
つ
口
腔
が
ん
の
診
断
と
治
療
の
最

前
線
（
仮
）

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
大
阪
市
西
部
地
区
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

　

８
月
２
・
３
日
両
日
、
東

京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
初
め
て

参
加
し
た
の
だ
が
、
初
日
の

記
念
講
演
に
玉
川
徹
氏
（
テ

レ
ビ
朝
日
）
が
登
壇
し
た
の

で
よ
く
覚
え
て
い
る
。
１
年

経
つ
の
は
早
い
も
の
だ
。

　

今
年
も
初
日
に
全
体
会
と

記
念
講
演
、
２
日
目
午
前
は

課題（小括④）
（在宅歯科医療を取り巻く状況）
・全ての年齢階級において、「在宅医療」の件数は近年増加
している一方で、歯科訪問診療を提供している歯科診療所や
病院の割合は限られている（歯科診療所：２割未満、病院：
１割未満）。
・要介護高齢者における歯科訪問診療の推定需要数と比べ、
歯科医療機関の実施件数（供給数）は約５割であり、特に居
宅で療養する高齢者において、推定需要数と実施件数（供給
数）の乖離が大きい。
・令和６年度診療報酬改定では、質の高い在宅歯科医療の提
供を推進する観点から、歯科訪問診療料の評価を細分化する
とともに、歯科訪問診療の後方支援等を行う病院を在宅療養
支援歯科病院として、新たに評価している。
（歯科訪問診療の実施状況等）
・在宅療養支援歯科診療所の施設数は、令和２年以降ほぼ横
ばいで推移しており、届出を行っていない理由は、歯科訪問
診療の実績の不足が最も多い。また、在宅療養支援歯科病院
の届出は22施設にとどまっている。なお、在宅療養支援歯科
診療所や在宅療養支援歯科病院において、１施設あたりの実
施実績は多い。
・外来診療と歯科訪問診療（同一建物居住者１人）を比較す
ると、レセプト１日あたりの平均点数は、歯科訪問診療の方
が高いが、１日に実施できる人数は、歯科訪問診療の方が少
ない。
・歯科訪問診療料の算定回数は年々増加傾向にあり、歯科訪
問診療３（同一建物居住者が４～９人）が最も多く算定され
ている。また、同一日に訪問する患者数が増加するほど、歯
科治療が20分未満である割合が多くなっている。
・訪問歯科衛生指導料の算定件数も年々増加傾向にあり、訪
問歯科衛生指導３（単一建物診療患者10名以上）が最も多く
算定されている。また、単一建物患者数が増加するほど、20
分以上25分未満の割合が増加している。
・複数名訪問歯科衛生指導加算は、患家に限定されているた
め算定実績が少ないが、様々な状態の患者に対応している。
・歯科訪問診療の実施にあたり、医科医療機関（病院、診療
所）や保険薬局、介護保険施設等との連携が求められるが、
関連する診療報酬項目（在宅歯科医療情報連携加算、在宅歯
科栄養サポートチーム等連携指導料等）の算定は少なく、連
携は一部にとどまる。

論点
（歯科訪問診療について）
○歯科訪問診療のニーズが増加する一方で歯科訪問診療を実
施する歯科医療機関が限られているが、居宅及び施設等に対
して歯科訪問診療を推進しつつ、適正に運用していく観点か
ら、歯科訪問診療上の評価について、どのように考えるか。

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
、
８
月
27
日
開

催
の
中
医
協
で
、
在
宅
（
そ

の
１
）
が
示
さ
れ
た
。

　

歯
科
訪
問
診
療
の
実
施
医

療
機
関
が
２
割
程
度
で
、
在

宅
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
推

定
需
要
数
と
実
施
件
数
の
乖

４
つ
あ
る
講
座
か
ら
１
つ
を

選
ん
で
受
講
、
午
後
が
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
私
自
身
は
他
県
に
知
り

合
い
は
お
ら
ず
、
故
に
大
阪

協
会
の
先
生
以
外
と
交
流
す

る
事
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
だ

が
、
医
療
界
に
逆
風
吹
き
荒

ぶ
昨
今
、
志
を
同
じ
く
す
る

仲
間
が
全
国
に
大
勢
居
て
、

問
題
解
決
の
た
め
に
一
堂
に

会
す
る
事
が
で
き
る
。
こ
の

事
を
確
認
出
来
た
だ
け
で
も

参
加
し
た
甲
斐
が
あ
る
と
思

う
。

　

２
日
目
午
後
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
癌
療
養
中
の
女
性
が

離
が
特
に
大
き
い
。
同
一
日

の
訪
問
患
者
数
が
増
加
す
る

ほ
ど
20
分
未
満
の
歯
科
治
療

割
合
が
多
く
、
訪
衛
指
も
同

じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い

た
。
癌
の
発
見
後
最
も
不
安

だ
っ
た
の
が
２
人
の
小
学
生

の
子
ど
も
の
事
そ
し
て
お
金

の
事
だ
っ
た
と
い
う
。
今
後

仕
事
を
手
放
す
可
能
性
が
あ

り
（
こ
の
方
は
実
際
離
職
し

た
）
、

更
に
多
額
の
治
療

な
ど
多
職
種
連
携
が
一
部
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
課

題
に
挙
げ
た
。

費
。
先
の
見
え
な
い
状
況
に

意
気
消
沈
し
た
り
、
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
な
っ
た
り
し
た
と

の
事
、
察
す
る
に
余
り
あ

る
。
反
射
的
に
６
月
の
神
戸

で
開
催
さ
れ
た
「
窓
口
負
担

ゼ
ロ
の
会
」
で
の
兵
庫
県
保

険
医
協
会
理
事
長
の
言
葉
を

思
い
出
し
た
。
曰
く
「
好
き

好
ん
で
病
気
に
な
る
人
は
居

な
い
。
窓
口
負
担
は
受
益
者

負
担
で
は
な
い
。
受
難
者
負

担
だ
」
と
。

　

今
こ
そ
医
療
費
総
枠
を
拡

　

大
阪
市
浪
速
区
幸
町
の
大

阪
府
保
険
医
会
館
の
敷
地
で

２
日
、
大
阪
府
保
険
医
会
館

新
築
工
事
の
無
事
と
建
物
完

成
後
の
安
定
を
祈
念
し
、
地

鎮
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

医
は
仁
術　

憲
法
25
条
の
実
現
を

齋
賀
史
郎
（
豊
中
市
）

大
し
、
お
金
の
心
配
無

く
治
療
を
受
け
ら
れ
、

心
身
共
に
安
寧
に
過
ご

せ
る
憲
法
25
条
の
理
念

を
実
現
せ
ね
ば
と
確
信

し
た
。
医
は
仁
術
、
こ

の
逆
風
も
「
嵐
と
て　

ど
こ
吹
く
風
ぞ　

仁
の

道
」
の
気
概
を
持
ち
た

い
と
思
う
。

　

大
阪
府
保
険
医
会
館
は
２

０
２
６
年
夏
の
新
会
館
完
成

に
向
け
、
８
月
ま
で
に
旧
会

館
の
取
り
壊
し
を
終
え
た
。

現
在
は
更
地
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
い
よ
い
よ
新
会
館

建
設
に
着
工
す
る
。

　

地
鎮
祭
に
は
、
協
会
か
ら

小
澤
力
理
事
長
、
大
阪
府
保

険
医
協
会
か
ら
宇
都
宮
健
弘

理
事
長
と
新
会
館
建
設
委
員

会
の
高
本
英
司
委
員
長
、
同

じ
く
委
員
会
の
中
村
厚
顧

問
、
ほ
か
事
務
局
が
出
席
し

た
。
ま
た
、
設
計
者
の
Ｆ
・

Ｐ
空
間
設
計
舎
の
大
槻
博
司

代
表
、
施
工
者
の
堺
土
建
株

式
会
社
の
下
川
好
隆
代
表
取

締
役
ら
が
同
席
し
た
。
地
鎮

祭
の
斎
主
は
高
向
神
社
（
＝

た
こ
う
じ
ん
じ
ゃ
、
河
内
長

野
市
高
向
２
９
１
）
の
宮
司

・

芝
元
啓
治
氏
（
精
神
科

医
）
が
務
め
た
。
芝
元
氏
は

医
科
協
会
会
員
で
も
あ
る
。

　

地
鎮
祭
後
、

芝
元
氏
は

「
会
館
建
設
に
踏
み
切
ら
れ

る
ま
で
に
多
く
の
意
見
が
あ

り
議
論
を
尽
く
さ
れ
た
と
思

う
が
、
理
事
役
員
の
先
生
方

の
決
定
と
ご
尽
力
に
感
謝
し

た
い
」
と
労
い
の
言
葉
を
寄

せ
た
。

着工に向け地鎮祭

新会館建設

中医協で課題と論点

在宅（その１）
参
加
レ
ポ
ー
ト

芝元氏（左）と小澤氏（中央）、
宇都宮氏（右）　　　　　　 　

９月２日、更地となった会館跡地


